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　　はじめに　　INTRODUCTION

A B O U T  U S

屋
外
広
告
物
適
正
化
推
進
委
員
会
は
、
新
し
い
時
代
の
屋
外

広
告
物
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
屋
外
広
告
物

に
携
わ
る
学
識
経
験
者
、
国
土
交
通
省
・
地
方
自
治
体
の
屋

外
広
告
行
政
担
当
者
及
び
業
界
関
係
者
で
組
織
す
る
、
全
国

的
な
産
学
官
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

ま
ち
と
サ
イ
ン
の
も
っ
と
い
い
関
係
。

一
般
に
、
看
板
、
サ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
屋
外
広
告
物
は
、

事
業
主
・
広
告
主
の
み
な
さ
ま
が
経
済
活
動
を
行
う
上
で

の
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。

一
方
で
、
屋
外
広
告
物
は
、
ま
ち
な
み
や
景
観
を
構
成
す

る
要
素
と
し
て
、
公
共
空
間
を
彩
り
、
人
々
の
生
活
を
豊

か
に
し
、
潤
い
を
与
え
る
「
ま
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
」
で
も
あ
り
ま
す
。

屋
外
広
告
物
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
体

は
、
事
業
主
・
広
告
主
の
み
な
さ
ま
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ

る
地
域
住
民
の
み
な
さ
ま
、
ま
ち
を
訪
れ
る
み
な
さ
ま
、 

そ
し
て
地
域
社
会
で
す
。

こ
の
冊
子
は
、「
共
感
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
地
域
と
屋
外

広
告
物
の
も
っ
と
い
い
関
係
を
、
み
ん
な
で
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

屋
外
広
告
物
は
、
人
に
身
近
な
効
果
的
な
広
告
媒
体
で
あ

る
と
と
も
に
、
ま
ち
を
楽
し
く
、
よ
り
個
性
的
に
、
魅
力

あ
る
も
の
に
す
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
冊
子
が
、
事
業
主
・
広
告
主
の
み
な
さ
ま
の
サ
イ
ン

づ
く
り
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

屋
外
広
告
物
適
正
化
推
進
委
員
会
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「
広
告
と
し
て
効
果
的
に
機
能
し
な
が
ら
、
地
域
の
暮
ら
し

に
よ
り
添
い
、
ま
ち
の
魅
力
や
活
力
を
高
め
る
屋
外
広
告

物
」
を
「
ま
ち
と
つ
な
が
る
サ
イ
ン
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

屋
外
広
告
物
に
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
広
告
宣
伝
、
会

社
や
店
舗
へ
の
案
内
誘
導
、
所
在
地
の
目
印
と
し
て
の
機

能
が
あ
り
ま
す
。

「
ま
ち
と
つ
な
が
る
サ
イ
ン
」
は
、
こ
う
し
た
本
来
の
機
能

を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
事
業
主
・
広
告
主
の
み
な
さ
ま

と
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
地
域
住
民
の
み
な
さ
ま
に
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
効
果
を
も
た
ら
す
と
考
え
ま
す
。

「
ま
ち
と
つ
な
が
る
サ
イ
ン　

地
域
に
共
感
さ
れ
る
屋
外
広

告
物
」
は
、
本
冊
子
と
事
例
編
の
２
つ
の
冊
子
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
冊
子
で
は「
ま
ち
と
つ
な
が
る
サ
イ
ン
」を

「
シ
ン
プ
ル
に
」

「
エ
キ
サ
イ
ト
に
」

「
ジ
ェ
ン
ト
ル
に
」

と
い
う
「
屋
外
広
告
の
３
原
則
」
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、

「
か
か
げ
る
」

「
つ
た
わ
る
」

「
よ
り
そ
う
」

「
た
か
め
る
」

「
よ
び
こ
む
」

の
５
つ
の
視
点
で
捉
え
、
事
例
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
と
つ
な
が
る
サ
イ
ン

2

01 まちとつながるサイン
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かかげるサイン

つたわるサイン

よりそうサインたかめるサイン

よびこむサイン

SIMPLE

屋外広告の
3原則 

まちとつながるサインの5つの視点

※「屋外広告のテキスト」2014年  佐藤 優／中牟田麻弥

GENTLEEXCITE

※
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■浜松信用金庫 きらりタウン支店（静岡県浜松市浜北区） 
　2014 はままつ広告景観賞 受賞（「事例編」P30 掲載）
　©Forward Stroke inc.

サ
イ
ン
は
、
企
業
や
組
織
の
打
ち
出
す
イ
メ
ー
ジ
や
姿
勢

を
統
一
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
、
企
業
や
組
織
の
発
展
を

願
っ
て
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
文
字
通
り
掲
げ
ら
れ
る

も
の
で
す
。

そ
し
て
、「
掲
げ
る
」
と
は
、

法
令
や
地
域
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
。

ま
ち
な
み
や
建
築
物
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
。

日
頃
の
点
検
管
理
に
よ
り
、
良
好
な
状
態
を
保
持
す
る
こ

と
。

ユ
ー
ザ
ー
が
共
有
で
き
る
企
業
の
想
い
や
姿
勢
を
表
現
し
、

ユ
ー
ザ
ー
の
共
感
を
高
め
る
こ
と 

。

サ
イ
ン
を
「
掲
げ
る
」
こ
と
は
、
重
要
な
企
業
戦
略
の
ひ

と
つ
で
す
。

「
掲
げ
る
」
た
め
に
、
必
要
な
こ
と
。

かかげるサイン

01 まちとつながるサイン
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屋
外
広
告
物
は
、
長
期
訴
求
、
反
復
訴
求
が
可
能
で
あ
る

な
ど
、
広
告
媒
体
と
し
て
の
優
位
性
を
有
し
て
い
ま
す
が
、

表
示
で
き
る
情
報
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
屋
外
広
告
物

の
特
性
に
応
じ
た
表
現
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

事
業
主
・
広
告
主
の
み
な
さ
ん
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の
み
な
さ

ん
に
対
し
て
伝
え
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
特
徴
を
絞
り
込
ま
な
い
と
イ
ン
パ
ク
ト
が
弱
く

な
り
ま
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、
シ
ン
プ

ル
に
表
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
が
見
て
す
ぐ
に
分
か
り
、
判
断
を
し
や

す
く
す
る
こ
と
は
、
情
報
が
氾
濫
す
る
現
代
に
お
い
て
求

め
ら
れ
る
機
能
的
に
必
要
な
条
件
で
す
。

シ
ン
プ
ル
に
堂
々
と
、
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ン
プ
ル
に 

企
業
姿
勢
を
簡
潔
に

■サントリー白州蒸留所案内サイン（山梨県北杜市）

ユーザーの受け取り方や気持ちを
理解してお互いに気持ちのいい
関係をつくる  ①

つたわるサイン

01 まちとつながるサイン
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ユ
ー
ザ
ー
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
。

屋
外
広
告
で
伝
え
る
こ
と
は
、
よ
り
目
立
と
う
と
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
企
業
や
商
品
に
好
感
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

企
業
や
商
品
に
共
感
し
て
も
ら
い
、
ユ
ー
ザ
ー
の
心
に
火

を
点
す
こ
と
が
、
広
告
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

広
告
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
夢
に
形
を
与
え
、
心
が
豊
か
に
満

ち
て
い
く
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

ユ
ー
ザ
ー
の
心
の
躍
動
を
導
く

ユーザーの受け取り方や気持ちを
理解してお互いに気持ちのいい
関係をつくる  ②

つたわるサイン

01 まちとつながるサイン

■デジタルサイネージによる街頭ディスプレイ（ロンドン、ピカデリーサーカス）
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企
業
や
商
品
は
紳
士
で
あ
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
地
域
の

歴
史
や
文
化
、
風
土
な
ど
を
観
察
し
、

そ
れ
を
支
え
、
共
に
繁
栄
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
が
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
時
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
誠
実
さ
」。

サ
イ
ン
も
、
企
業
や
商
品
の
象
徴
と
し
て
、
誠
実
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ト
ル
に
地
域
と
の
共
存
を

ユーザーの受け取り方や気持ちを
理解してお互いに気持ちのいい
関係をつくる  ③

つたわるサイン

01 まちとつながるサイン

■洋服の青山長崎松が枝店（長崎県長崎市）
　全国チェーンの紳士服店と長崎港に入港したクルーズ客船。やわらかいアイボリーの外壁に、紳士的な　　
　 ブルーのサインがよく映えており、港町長崎への格別の配慮が感じられる。
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■前田歯科クリニック（宮崎県宮崎市）
　平成 25 年度宮崎市景観賞（「事例編」P19 掲載）
　通りの街路樹の影を建物の壁に描き、景観を取り込んだユニークな広告物。

サ
イ
ン
は
暮
ら
し
に
身
近
な
も
の
。
そ
し
て
人
々
が
暮
ら

す
「
地
域
」
に
は
様
々
な
特
性
が
あ
り
ま
す
。

サ
イ
ン
も
、
暮
ら
し
の
エ
リ
ア
の
特
性
に
合
っ
た
、
思
い

や
り
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
日
常
に

潤
い
や
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
自
然
豊
か
な
地
域
で
は
、
背
景
と
な
る
海
や
空
、

緑
と
の
相
性
を
考
慮
し
た
色
彩
を
選
択
す
る
な
ど
、
自
然

の
風
致
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
周
辺
環

境
と
サ
イ
ン
の
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
サ
イ
ン
を
花
や
緑
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
夜
間
照

明
に
よ
り
演
出
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
暮
し
に
彩
り
を
も

た
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
暮
ら
し
に
よ
り
添
う

よりそうサイン

01 まちとつながるサイン
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よ
り
添
う
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日
本
に
は
様
々
な
個
性
を
持
っ
た
地
域
が
存
在
し
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
で
は
サ
イ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
特
別
な
配

慮
を
行
う
こ
と
で
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
地
域
住
民
の
み
な

さ
ん
や
、
ま
ち
を
訪
れ
る
み
な
さ
ん
か
ら
大
き
な
共
感
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
風
土
に
即
し
て
、
表

現
、
デ
ザ
イ
ン
、
か
た
ち
、
素
材
、
色
、
大
き
さ
な
ど
に

工
夫
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
個
性
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

が
際
立
ち
、
サ
イ
ン
が
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
個
性
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
。

高
め
る
サ
イ
ン
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
誇
り
と
愛
着
を

持
て
る
地
域
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を
高
め
る

■祇園佐川急便（京都府京都市東山区）
　平成 24 年度京都景観賞屋外広告物部門市長賞

歴史、文化、風土など、地域の個性に
配慮して地域の魅力を高めるサイン①

たかめるサイン

01 まちとつながるサイン
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め
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地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
高
級
感
や
品
格
を
意
識

し
た
サ
イ
ン
が
都
市
の
魅
力
を
生
み
出
し
ま
す
。

東
京
都
中
央
区
銀
座
で
は
、
協
議
型
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
銀

座
デ
ザ
イ
ン
協
議
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
銀
座
に
ふ
さ
わ
し
い
景

観
を
生
み
出
す
た
め
の
組
織
と
し
て
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
決
め
る
際
に
も
、
色
や
大
き
さ
を

数
値
で
縛
る
よ
う
な
ル
ー
ル
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
建
物
や
広

告
の
色
・
か
た
ち
・
デ
ザ
イ
ン
な
ど
が

■
銀
座
ら
し
さ
を
損
な
う
も
の
で
な
い
か
ど
う
か

■
銀
座
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

■
銀
座
の
ま
ち
を
よ
り
よ
く
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

こ
れ
ら
を
、
開
発
者
と
街
の
人
々
で
協
議
す
る
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

を
ル
ー
ル
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

都
市
の
魅
力
を
つ
く
る

■ユニクロ銀座店（東京都中央区）
　 世界最大のグローバル旗艦店にふさわしく、また銀座というまちにふさわしく、
　 シンプルかつ上品に掲げられたサイン。

歴史、文化、風土など、地域の個性に
配慮して地域の魅力を高めるサイン②

たかめるサイン

01 まちとつながるサイン
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地
域
の
個
性
に
配
慮
す
る
高
い
企
業
意
識
は
、
他
の
模
範

と
な
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。

福
井
県
大
野
市
は
、
越
前
大
野
城
の
城
下
町
を
起
源
と
し

た
都
市
で
、
現
在
も
残
る
碁
盤
目
状
の
町
割
り
が
、
往
時

の
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
ま
す
。

大
野
城
下
町
の
七
間
通
り
は
、
昔
な
が
ら
の
町
家
が
残
る
、

城
下
町
の
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
通
り
の
ひ
と
つ
で
す
。

そ
の
通
り
に
あ
る
北
陸
銀
行
大
野
支
店
で
は
、
七
間
通
り

の
歴
史
的
な
景
観
と
調
和
す
る
よ
う
、
店
舗
の
改
装
に
合

わ
せ
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー
を
使
用
し
た
突
出
看
板

を
撤
去
し
、
緑
の
筆
文
字
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
和
風
の
木
製

看
板
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー
を
使
用
し
た
暖
簾
へ
と
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

風
情
が
漂
う
町
並
み
を
つ
く
る

■北陸銀行大野支店（福井県大野市）
　第５回ふるさと福井景観広告賞（「事例編」P31 掲載）

歴史、文化、風土など、地域の個性に
配慮して地域の魅力を高めるサイン③

たかめるサイン

01 まちとつながるサイン
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企
業
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上

ま
ち
と
つ
な
が
る
サ
イ
ン
が
増
え
て
地
域
全
体
の
魅
力
が

高
ま
り
、
ま
ち
を
訪
れ
る
人
が
増
え
る
こ
と
で
、
地
域
経

済
の
振
興
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
業
界
の
ロ
ー
ソ
ン
は
、
地
域
と

の
関
わ
り
や
景
観
に
対
し
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
、
地
域
と
つ
な
が
る
企
業
姿
勢
が
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

中
で
も
、
京
都
市
の
八
坂
神
社
前
店
は
、
京
都
な
ら
で
は

の
歴
史
的
景
観
を
守
る
た
め
の
規
制
の
中
、
独
自
の
デ
ザ

イ
ン
に
よ
る
店
舗
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
学
校
の
社
会
科
の
教
科
書
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
の

店
舗
は
、
立
地
条
件
、
話
題
性
も
相
ま
っ
て
、
観
光
客
を

は
じ
め
、
多
く
の
人
を
呼
び
込
ん
で
い
ま
す
。

■ローソン八坂神社前店（京都府京都市東山区）
　平成 20 年度京都市優良屋外広告物賞（「事例編」P24 掲載）
　和紙の白を使ったシンプルなデザイン。京都を象徴する屋外広告物。

サインの魅力で企業ブランドの 
向 上 と 地 域 経 済 へ の 貢 献 ①

よびこむサイン

01 まちとつながるサイン
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呼
び
込
む
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地
域
経
済
へ
の
貢
献

魅
力
あ
る
サ
イ
ン
は
、
人
々
を
呼
び
込
む
地
域
の
観
光
資

源
と
も
な
り
、
地
域
経
済
の
振
興
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

グ
リ
コ
サ
イ
ン
を
見
よ
う
と
訪
れ
る
観
光
客
が
周
辺
の
商

店
街
や
百
貨
店
な
ど
で
使
う
飲
食
費
や
お
土
産
代
の
増
加

額
な
ど
か
ら
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
は
改
修
後
１
年
目
で

約
２
９
１
億
円
、
２
年
目
で
約
２
８
６
億
円
と
試
算
さ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
15
年
に
大
阪
市
の
指
定
景
観
形
成
物
（
現
「
都
市
景

観
資
源
」）
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、
常
に
元
気
な
そ
の
姿
は
、

大
阪
の
人
々
に
明
日
へ
の
希
望
を
与
え
、
今
で
は
道
頓
堀

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
風
景
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■道頓堀グリコサイン（大阪市中央区）
　 国内外から多くの観光客が訪れる観光スポット。 
　 道頓堀川の名物のひとつ。

サインの魅力で企業ブランドの 
向 上 と 地 域 経 済 へ の 貢 献 ②

よびこむサイン

01 まちとつながるサイン
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地
価
に
も
よ
い
影
響

小
さ
な
エ
リ
ア
で
地
域
の
「
ら
し
さ
」
を
絞
り
込
み
、
広

告
景
観
を
創
造
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

戦
略
と
し
て
も
有
効
な
手
法
で
す
。

松
山
城
へ
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
あ
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
街
で

は
、
地
域
の
衰
退
に
危
機
感
を
持
っ
た
地
元
商
店
街
振
興

組
合
が
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
街
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
、
看
板
デ
ザ
イ
ン
の
統
一
化
な
ど
を
図

り
、
美
し
い
ま
ち
な
み
と
賑
わ
い
空
間
づ
く
り
を
実
現
し

ま
し
た
。

行
政
に
よ
る
電
線
地
中
化
等
の
ま
ち
な
み
整
備
も
相
ま
っ

て
、
平
成
19
年
の
地
価
公
示
に
お
い
て
、
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
地
価
上
昇
率
12.

6
％
を
示
し
ま
し
た
。

（
当
時
の
地
方
都
市
平
均
地
価
上
昇
率
は
△
2.

8
％
）

■松山ロープウェー街（愛媛県松山市）
　 「ロープウェー街まちづくりデザインガイドライン」にもとづく、
　 美しいまちなみと賑わい空間づくりを実現。

サインの魅力で企業ブランドの 
向 上 と 地 域 経 済 へ の 貢 献 ③

よびこむサイン

01 まちとつながるサイン
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観光立国の視点から02

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 20 20

20,000,000人 2020年

外国人旅行者が訪日前に期待したこと

食事

ショッピング歴史的・伝統的な景観・旧跡  
53.1%

62.5%

45.8% 

自然・四季・田園風景

温泉

44.3% 
45.1% 

訪日外国人旅行者数の推移

14 20

■出典：日本政府観光局
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観
光
立
国
の
視
点
か
ら

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
「
観
光
立
国
」
で
す
。

２
０
１
４
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
１
３
０
０
万

人
を
突
破
し
ま
し
た
。

国
に
お
い
て
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て
、
訪
日
外
国
人
旅
行

者
数
２
０
０
０
万
人
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
訪
日
外
国

人
旅
行
者
数
は
、
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

観
光
は
、
幅
広
い
分
野
へ
の
関
連
が
あ
る
経
済
波
及
効
果

の
大
き
い
重
要
な
成
長
分
野
で
す
。

欧
米
や
急
速
に
成
長
す
る
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
世
界

の
観
光
需
要
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
旅
行
消
費
に
よ

る
生
産
波
及
効
果
や
雇
用
創
出
効
果
、
地
域
活
性
化
へ
の

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
本
政
府
観
光
局
が
２
０
１
０
年
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る

と
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
日
本
の
景
観
に
期
待
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
リ
ピ
ー
タ
ー
は
、
大
都
市

圏
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
地
方
を
訪
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

日
本
の
景
観
、
地
域
の
景
観
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
が
重
要
で
す
。

TOURISM-ORIENTED COUNTRY
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■立山連峰と北陸新幹線
　 北陸三県では、広告景観賞などシビックプライド醸成を

　 目的とした意欲的な取り組みが行われている。©PIXTA

訪
日
観
光
の
振
興
と
同
時
に
、
国
内
旅
行
振

興
も
重
要
で
す
。
北
陸
新
幹
線
の
開
業
な
ど

高
速
交
通
体
系
の
整
備
が
進
み
、
国
内
の
人

的
交
流
も
一
層
、
活
発
化
し
ま
す
。

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
個
性
と
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
域
を
作
り
上
げ
、
そ
の
魅
力
を
自
ら
積
極

的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、
広
く
観
光
客

を
呼
び
込
み
、
地
域
の
経
済
を
潤
し
、
住
民

に
と
っ
て
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
、
活
気
に

あ
ふ
れ
た
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
、

観
光
立
国
に
は
不
可
欠
で
す
。

屋
外
広
告
物
は
、
ま
ち
の
表
情
を
形
づ
く
る

効
果
的
な
ア
イ
テ
ム
で
あ
り
、
地
域
の
特
色

を
表
現
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
を
醸
成
し
、
観
光
立
国
に
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
で
地
域
を
活
性
化



TOURISM-ORIENTED COUNTRY

29



観光立国の視点から

サ
イ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
商
業
デ
ザ

イ
ン
は
、
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
を
契
機
に
大
き
く
進
化
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
国
籍
・
民
族
の
人

た
ち
が
集
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
誰
も
が

共
通
し
て
理
解
で
き
る
サ
イ
ン
や
標
識
が
必

要
で
あ
り
、
情
報
伝
達
の
た
め
の
絵
文
字
「
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
」
の
開
発
・
普
及
も
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
契
機
で
し
た
。

訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
、
で
き
る
だ
け
「
言
葉

の
壁
」
を
感
じ
る
こ
と
な
く
訪
日
旅
行
が
楽

し
め
る
よ
う
、
多
言
語
対
応
な
ど
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
配
慮
も
重
要
で
す
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
向
け
て
、
屋
外
広
告
物
の
デ
ザ
イ

ン
も
進
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
へ
、サ
イ
ン
デ
ザ
イ
ン
も
進
化
を

■長崎港に入港する国際クルーズ客船クイーンメリーⅡ
　 国内有数の国際クルーズ客船の寄港地である長崎市。
　 公共サインの多言語表記（四ヶ国語）や、商店街のウェルカムサインの
　 多言語表記（六ヶ国語）が行われている。©( 株 ) 昭和堂 30
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観光立国の視点から

観
光
の
「
観
」
と
は
見
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。「
観
音
」
と
い

う
言
葉
が
語
源
で
あ
り
、「
音
を
見
る
」、つ
ま
り
心
で
見
る
こ
と
。

一
方
で
観
光
の
「
光
」
と
は
「
聴
光
」
が
語
源
で
あ
り
、
つ
ま

り
光
を
聴
く
こ
と
、
ひ
い
て
は
光
景
を
聴
く
こ
と
。

音
を
楽
し
み
景
色
を
愛
で
る
。「
観
光
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
人

間
が
持
つ
感
覚
を
総
動
員
し
た
、
五
感
で
感
じ
る
世
界
が
あ
り

ま
す
。

視
覚
は
、
全
感
覚
の
80
％
以
上
を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
も
、
屋
外
で
、
他
の
感
覚
よ
り
優
位
な
感
覚
に
訴

え
る
広
告
行
為
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
観
光
立
国
へ
向
け
て
、
そ

の
デ
ザ
イ
ン
に
他
者
へ
の
い
た
わ
り
や
思
い
や
り
、
お
も
て
な

し
の
精
神
が
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
と
は
、光
を
見
る
こ
と

■日本の代表的観光地「京都」
　 自然景観やまちなみの景観，建築物との調和がとれた

　 屋外広告物が設置されるよう、規制誘導が行われている。

32
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普
段
は
意
識
す
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
私
た
ち
が
暮
ら
す

社
会
に
は
、
様
々
な
法
令
が
あ
り
ま
す
。

屋
外
広
告
物
も
、「
屋
外
に
お
い
て
公
衆
に
向
け
て
表
示
・
設
置 

さ
れ
る
」
と
い
う
性
質
か
ら
、
公
共
の
利
益
を
確
保
す
る
限
度 

に
お
い
て
、
屋
外
広
告
物
法
及
び
自
治
体
の
屋
外
広
告
物
条
例
に 

よ
り
、
表
示
・
掲
出
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
規
制
は
、

「
良
好
な
景
観
形
成
と
風
致
（
自
然
美
）
の
維
持
」

「
公
衆
に
対
す
る
危
害
の
防
止
」

と
い
う
二
つ
の
目
的
を
持
っ
て
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
表
示
・
設
置
に
は
、
許
可
が
必
要
な
ほ
か
様
々
な

規
制
が
あ
り
ま
す
。

ま
ち
と
つ
な
が
る
た
め
に
。

こ
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

まちとつながるために03

法
令
、
維
持
管
理
、
専
門
業
者
・・・
ま
ち
と
つ
な
が
る
た
め
に

法令遵守
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法令遵守

屋外広告物規制の目的

詳しくは国土交通省、自治体ホームページでご確認を。

　国土交通省 屋外広告物

　○○○（自治体名） 屋外広告物

　検　索

　検　索

■ 屋外広告物制度の概要
■ 屋外広告物法
■ 地方公共団体屋外広告物担当課一覧
　 については、国土交通省のホームページでご確認ください。

■ 各自治体における規制の概要
■ 各自治体の屋外広告物条例
　 については、自治体のホームページでご確認ください。

COMPLIANCE 

良好な景観
形成と
風致の維持

公衆に対する
危害の防止
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まちとつながるために03

屋
外
広
告
物
は
、
文
字
通
り
屋
外
に
お
い
て
風
雨
や
太
陽
光
な
ど

に
さ
ら
さ
れ
、
過
酷
な
環
境
下
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

飛
散
や
落
下
、
倒
壊
な
ど
、
屋
外
広
告
物
に
起
因
す
る
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
自
ら
が
設
置
し
た
看
板
等
の
現
状
を
知
る

こ
と
が
最
初
の
一
歩
で
す
。
危
機
管
理
と
い
う
点
か
ら
も
日
常
管

理
と
専
門
業
者
に
よ
る
定
期
的
な
検
査
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
看
板
を
設
置
し
た
い
、
点
検
・
改
修
を
行
い
た
い
、
そ
ん

な
時
は
、
看
板
の
専
門
技
術
者
で
あ
る
「
屋
外
広
告
士
」
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

屋
外
広
告
士
は
、
専
門
的
な
知
識
と
高
い
技
術
で
、
事
業
主
・
広

告
主
の
み
な
さ
ま
を　

一
貫
し
て
お
支
え
し
ま
す
。

屋
外
広
告
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

維持管理、屋外広告士
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維持管理

屋外広告士

「看板の安全管理ガイドブック」をご活用ください。

「景観広告検定」を受験してみませんか？

「屋外広告士」をご活用ください。

　看板の安全管理ガイドブック

　景観広告検定

　全国屋外広告士連合会

　検　索

　検　索

　検　索

■ 屋外広告物適正化推進委員会では、事業主・広告主のみなさまにむけた
　 「看板の安全管理ガイドブック」を作成しました。屋外広告物の点検の
 　ポイントが具体的に分かりやすく記載されています。ぜひ、ご活用ください。

■ 全国屋外広告士連合会では、屋外広告物の深い世界を体感
　 していただき、屋外広告物への関心を高めることを目的と
　 して「景観広告検定」を実施しています。

■ 「屋外広告士」とは、屋外広告物に関する法令、設計・施工、デザインなど、
 　屋外広告物に関する総合的かつ専門的な知識及び技術を有することを証明
　 する国土交通大臣の認定資格です。
 　屋外広告士は、専門的な知識と高い技術で、事業主・広告主のみなさまを
　 一貫してお支えします。

MAINTENANCE

SPECIALIST
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まちとつながるために03

ま ち と つ な が る た め の  テ キ ス ト
この冊子の参考文献をご紹介します。 
サイン全般について。伝えるための技術について。
地域と屋外広告物の関係について。
「まちとつながるサイン」について、
もっと詳しく知ってみたいという方は、
ぜひ、これらのテキストを手に取ってみてください。 

　SIGN DESIGN
発行者　社団法人 日本サインデザイン協会広報委員会 
発行日　2008年 4月 
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「サイン」の役割やはたらきに着目し、さまざまな事例をあげ
ながら簡潔にまとめられた、絵本のように手軽に読める小冊子。
制作の過程を記録した付録も楽しい。

屋外広告のテキスト
共著者　佐藤 優／中牟田 麻弥  
発　行　公益社団法人 全日本ネオン協会 
発行日　2014年 7月 
定　価　1,000 円（税込）

「屋外広告のテキスト」は、九州大学大学院芸術工学研究院佐
藤優研究室の研究成果報告書として、佐藤優教授とデザイナー
中牟田麻弥氏の共著により簡潔かつ懇切丁寧にまとめられたサ
インの教科書。 
ビジュアルかつ分かりやすい内容で、「屋外広告の三原則」を
はじめ、屋外広告のデザインに必要なこと、屋外広告の持つ
魅力が伝えられている。 この本に述べられている一つ一つが、
サインに関わる一人一人を導く、パイロットランプのような大
切な光である。
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変
化
の
時
代
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て

社
会
の
成
熟
に
伴
い
、
消
費
者
の
意
識
や
価
値
観
、
消
費 

マ
イ
ン
ド
は
変
化
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
ま
す
。

「
社
会
に
と
っ
て
よ
い
こ
と
を
す
る
」
お
店
や
企
業
が
消
費

者
に
支
持
さ
れ
る
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
環
境
に
配

慮
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
企
業
の
製
品
が
選
択
さ
れ
る

こ
と
が
も
は
や
当
た
り
前
と
な
っ
た
よ
う
に
、
ま
ち
な
み
や

景
観
に
配
慮
し
た
屋
外
広
告
物
を
設
置
し
て
い
る
お
店
や 

企
業
が
消
費
者
の
共
感
を
得
て
支
持
さ
れ
る
時
代
も
、
そ

う
遠
く
は
な
い
と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。

屋
外
広
告
業
界
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
時
代
の
変
化
に 

対
応
し
た
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
っ
て
、
社
会
か
ら
屋
外
広
告
物

に
期
待
さ
れ
る
新
し
い
価
値
を
ご
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
、 

屋
外
広
告
物
が
事
業
主
・
広
告
主
の
み
な
さ
ま
に
「
選
ん

で
い
た
だ
け
る
広
告
媒
体
」
と
な
る
た
め
に
も
必
要
不
可

欠
だ
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
日
本
が
本
格
的
な 

人
口
減
少
社
会
の
到
来
を
迎
え
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
な

か
、
地
域
に
お
い
て
も
、
魅
力
と
活
力
あ
る
社
会
を
い
か

に
築
い
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
切
り
口
の
ひ
と
つ
が
、
地
域

の
景
観
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
こ
で
屋
外

広
告
物
が
果
た
す
役
割
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ま
ち
と
つ
な
が
る
サ
イ
ン
」
の
実
現
に
は
、
事
業
主
・ 

広
告
主
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ユ
ー
ザ
ー
で

あ
る
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
持
が
不
可
欠
で
す
。

変
化
の
時
代
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
観
光
立
国
と
い
う 

成
長
分
野
の
実
を
地
域
に
取
り
込
む
た
め
に
も
、「
ま
ち
と

サ
イ
ン
の
も
っ
と
い
い
関
係
」
を
、
と
も
に
考
え
て
い
き
ま 

し
ょ
う
。

おわりに　　CONCLUSION
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